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●子どもの育ちと子育て家庭を支援
　０歳６カ月から満３歳未満の保育所などに通っていな
い子どもを対象に、就労要件を問わず時間単位などで
柔軟に利用できる「こども誰でも通園制度」を実施しま
す。これに伴い、乳児等支援給付費の支給を行うとと
もに、提供体制の確保として、施設整備を行う事業者
に対して、整備に要する費用の一部を補助します。

●�守口市生活応援商品券の発行
　物価高騰の影響を受けた生活者や事業者を支援するため、全ての市民に対して、市内
各店舗で使用できる独自商品券「守口市生活応援商品券」を発行します。
※令和7年度補正予算（第13号）により予算措置

●�錦コミュニティセンター体育室の改修
　利用者の利便性向上と地域コミュニティの活性化を
図るため、錦コミュニティセンター体育室の照明の
LED（発光ダイオード）化や空調設備の設置、トイレな
どの改修工事に向けた実施設計に着手します。

●�市制施行80周年記念事業
　令和８年度は、本市の市制施行80周年を迎えること
から、この年を「未来のまちづくりにつなげる節目」と
位置づけ、今後に向けた持続可能なまちづくりの方向
性を市民の皆さんに示し、共有
するための基調講演やパネル
ディスカッションの他、お笑い
ライブなどのイベントや行事を
開催します。

●�ＡＩチャットボット拡充事業
　現在も市のホームページで活用している、市民向け
の問い合わせチャットボットについて、さらなる市民
サービスの向上を目的に、ＡＩ（人工知能）が市のホーム
ページ内の情報を検索し、より適切な回答を行う、新
たなＡＩチャットボットへ更新します。

●新たな公園整備
　東部エリアコミュニティセンターの隣接地は、地域
のニーズや密集市街地内にある公園であることを踏ま
え、平時には子どもたちが安心してボール遊びなどを
楽しむことができ、災害時には避難場所として活用で
きる公園となるよう、整備に向けた実施設計を行います。

●�守口市駅北側エリアリノベーションの
推進

　豊秀松月線については、令和８年
度も引き続き、拡幅整備に向けた用
地買収や無電柱化を進めます。
　そして、にぎわいづくりなどに道
路を活用する「歩行者利便増進道路
（ほこみち）」としての指定に向けた社会実験の実施や道
路活用に係る検討を進めます。

●�学校施設目的外使用の電子申請化及び
スマートロック導入事業

　学校施設の目的外使用について、利用者の利便性向
上を図るため、新たにオンラインでの電子申請手続や、
施設の空き状況を確認できるシステムを導入するとと
もに、システムと連動するスマートロックを各学校に
設置し、警備の効率化を図ります。

●校内教育支援センター支援員の拡充
　不登校の児童生徒数のさらなる減少に向け、不登校
の兆しが見られる、または不登校から学校復帰する段
階にある児童生徒に対し、学習
支援などを行う「校内教育支援セ
ンター」の支援員の配置を、現行
の５校分に加え、新たに２校分拡
充します。

●高齢者の補聴器購入費の助成
　聴力機能の低下による日常生活の不便の軽減や、社会
参加の促進、認知症やフレイルの予防につなげるため、
聴力に不安のある65歳以上の人を対象に、補聴器の購
入費を助成します。

●視覚障がい者外出支援の拡充
　視覚障がい者の外出支援として、現在、視覚障がいの等級が１級または２級の65歳以上の人を対象に、年額5,000円
の一般タクシー利用券を交付しています。外出支援のさらなる充実に向け、令和８年度から対象者の年齢制限を撤廃（拡
充）します。

●新生児および乳児の感染症予防
　４月から予防接種法に基づく予防接種として、新生
児および乳児の感染を予防す
るため、妊婦を対象としたＲＳ
ウイルス感染症の予防接種費
用の助成を行っています。

●ヤングケアラー支援体制の強化
　ヤングケアラーの実態を把握し、必要な支援につな
げるため、市内の小・中学校などに
在籍する小学４年生から中学３年生
までの児童生徒を対象に実態調査
を行うとともに、ヤングケアラー
についての周知啓発を行います。

●新たな学校整備
　施設の老朽化や児童・学級数の増加に対応するため、
新たな学校、校舎の整備などに取り組みます。
▽守口小学校
▽さくら小学校
▽�八雲中学校区義務教育
学校

●地域生活支援拠点（相談機能）の整備
　地域生活支援拠点間の効果的な連携を図り、緊急時
には対象者に必要なサービスを提供できるよう、基幹
相談支援センターへの「地域生活支援拠点コーディネー
ター」の配置に向けて取り組みます。

●全員喫食制中学校等給食の推進
　成長期の生徒に必要な栄養の摂取や食育の推進など
を目的として進めてきた全員喫食制による中学校等給
食について、令和９年度からの
順次開始を目指し、調理事業者
の選定や給食施設の改修などを
進めます。
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令和8年度当初予算　主要な施策

未来への投資促進

魅力あふれるまちづくり

ＤＸの推進

さらなる市民生活の支援
と地域経済の活性化

健康寿命の延伸

安全安心のまちづくり

子育て世代をはじめとする若い世代の定住促進
を図り、活気あふれるまちづくりを実現するた
め、未来への投資促進に取り組みます。

若い世代を始め、市内外の多くの人が守口
市の魅力を感じられるまちづくりに取り組
みます。

デジタル技術を活用し、市民サービスや利
便性の更なる向上を図るため、ＤＸの推進に
取り組みます。（DX…デジタルトランスフォーメーション）

市独自の物価高騰対策として、
市民や市内事業者の経済的支援に
取り組みます。

高齢者が生きがいを持っていつまでも健康で元
気に暮らせるよう、健康寿命の延伸に取り組み
ます。

災害への備えをはじめとして、さまざまな
脅威から市民の生命と財産を守るため、
安全安心のまちづくりに取り組みます。

　魅力と活気にあふれる「いつまでも住み続けたいまち 守口」の実現に向け、今年度に重点的に取り組む施策について
紹介します。詳細は市ホームページに掲載しています。
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